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１．まえがき 以下に、算出式を示す。 

シミュレーション等で前照灯のグレアや視認性

の検討 1）2）を行う際、窓ガラスの可視光線透過率

が重要であることからその現状を把握しておく必

要がある。自動車用窓ガラスについては、道路運送

車両の保安基準で、安全運転の観点から視界確保の

ため前面及び前席側面ガラスの可視光線透過率の

下限値が 70％と規定されている。 
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ここに、 

過去に前面ガラスの可視光線透過率に関する報

告 3）はあるが側面ガラスや近年の自動車について

の報告はほとんど見あたらない。窓ガラスの透過率

については、技術の進歩等もあり近年変化している

ことも考えられるため、今回、国内のガラスメーカ

主要 3 社が生産している現行車両用の前面及び前

席側面ガラスについて、可視光線透過率等を測定し

たのでその結果を報告する。 

Ｙ：可視光線透過率 

Ｓ(λ)：測定用イルミナントの分光分布の波長λに

おける値(1) 

y (λ)：XYZ 表色系における等色関数の値 

)(λT ：窓ガラスの分光立体角透過率 

λ∆ ：三刺激値計算のための波長間隔（５ｎｍ） 

注(1) JIS Z 87205）に定める標準イルミナント

Ａ(Ａ光)またはＤ６５(Ｄ６５光)の分光分布

の値  
 ２．測定概要 

２．２． 測定装置概要 ２．１． 可視光線透過率の測定方法 

 透過率測定模式図を図１に示す。 測定に使用した分光光度計の外観を図２に示す。 
 測定は、ガラス面に対し法線方向で行った。  
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図 2 測定装置 

 
測定装置の主な仕様は以下の通りである。 

図１ 透過率測定模式図 光学系：シングルモノクロダブルビーム方式 

 光源：重水素放電管及びタングステンヨウ素ランプ 

2.1.1 可視光線透過率の算出 波長範囲：190～2500nm 

スペクトルバンド幅：0.1～10nm(可変） 可視光線透過率は、JIS R 32124）に準じた方法に

より求めた。 検出器：光電子増倍管及び PbS 光導電素子 



２．３． 供試体 ３．１． 分光透過率の測定結果 
前面ガラス（フロントガラス）及び前席側面ガラ

ス（サイドガラス）とも可視光線透過率の比較的低

めのものと高めのものについて、国内の主要ガラス

メーカ 3 社のものをそれぞれ４種類、合計 12 種類

(12 枚)を使用した。窓ガラスの種類を表１に示す。

前面ガラスと前席側面ガラス供試体の例を図３、図

４に示す。なお、前面ガラスは合わせガラスであり、

前席側面ガラスは強化ガラスである。窓ガラス供試

体の板厚の実測値を表２に示す。 

 前面ガラス及び前席側面ガラスの紫外・可視・赤

外域(190～2500nm）の分光透過率の測定例を図６と

図８に示す。なお、光学特性で今回検討した視認性

に関係する可視域(380～780nm)についての測定結果

を図７と図９に示す。 

 図７と図９から、短波長側については、波長

400nm 付近をみると前面ガラスの場合、透過率が急

激に低下し 380nm では 0％となるが、前席側面ガラ

スの場合には 380nm では約 30～65％であることが

わかる。長波長側については、前面ガラス及び前席

側面ガラスとも 600nm 付近から透過率が低下する。 

 
 表 1 窓ガラス供試体の種類 

 ガラスの種類 ガラスメーカ

A社 B社 C社

前面ガラス A1 (MIN) B1 (MIN) C1 (MIN)

〃 A2 (MAX) B2 (MAX) C2 (MAX)

前席側面ガラス A3 (MIN) B3 (MIN) C3 (MIN)

〃 A4 (MAX) B4 (MAX) C4 (MAX)

MIN:可視光線透過率の低めのもの
MAX:可視光線透過率の高めのもの  
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    表２ 窓ガラス供試体の板厚(mm) 

ガラスの種類 ガラスメーカ

A社 B社 C社

前面ガラス A1:  5.23 B1:  4.88 C1:  5.14

〃 A2:  4.98 B2:  4.14 C2:  4.95

前席側面ガラス A3:  4.88 B3:  4.88 C3:  4.86

〃 A4:  2.88 B4:  3.11 C4:  4.92  

図６ 前面ガラス（紫外・可視・赤外域） 
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   サイズ（たて×よこ）＝50mm×50mm 
 
 

 図７ 前面ガラス（可視域） 

 図３ 前面ガラス供試体の例 
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  図４ 前席側面ガラス供試体の例 
 

３．測定結果 図８ 前席側面ガラス（紫外・可視・赤外域） 



なお、今回の測定はガラス面に対し法線方向での

測定であったが、実際の車両の前面ガラスは傾斜し

ているため透過率は低下する。これらの実測例は野

口らの報告 3）に示されている。 
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図９ 前席側面ガラス（可視域） 

 

３．２． 可視光線透過率の算出結果 

図 10  前面ガラスの可視光線透過率 前面ガラス及び前席側面ガラスの可視光線透過

率の算出結果を表３、表４と図 10、図 11 に示す。  
 前面ガラスについては、標準イルミナント Aの場

合、最大が 83.8％、最小が 72.3％、平均は 76.3％

であった。また、標準イルミナント D65の場合、最

大が 84.5％、最小が 73.7％、平均は 77.5％であっ

た。 
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前席側面ガラスについては、標準イルミナント A

の場合、最大が 82.7％、最小が 73.3％、平均は

76.9％であった。また標準イルミナント D65の場合、

最大が 83.6％、最小が 74.6％、平均は 78.2％であ

った。 

図 11 前席側面ガラスの可視光線透過率 
 
３．３． 色度座標測定結果  前面ガラス及び前席側面ガラスとも標準イルミ

ナント D65の場合の方が透過率は高くなっている。

これは、標準イルミナント Aよりも標準イルミナン

ト D65の方が短波長光を多く含むためである。これ

らの算出結果は、道路運送車両の保安基準に規定（A

光についてのみ）されている 70％以上をすべて満

足していた。 

前面ガラス及び前席側面ガラスについて、標準イ

ルミナント A の場合と標準イルミナント D65の場合

の CIE の XYZ 表色系の色度座標(x,y)の測定結果を

表５～表８に、色度図を図 12 に示す。 

 

表５ 前面ガラスの色度座標（A光の場合） 

 
色度座標 ガラスの種類

(A光） Ａ１ Ａ２ Ｂ１ Ｂ２ Ｃ１ Ｃ２

x 0.438 0.442 0.438 0.439 0.436 0.438

y 0.418 0.412 0.419 0.414 0.419 0.415  

 表３ 前面ガラスの可視光線透過率（％） 
ガラスの種類     A社    B社    C社

A1 A2 B1 B2 C1 C2

前面ガラス（A光の場合） 74.6 83.8 72.9 78.4 72.3 76.0

〃（D６５光の場合） 75.8 84.5 74.1 79.5 73.7 77.2   
 表６ 前面ガラスの色度座標（D65光の場合） 

表４ 前席側面ガラスの可視光線透過率（％）

ガラスの種類    A社    B社    C社

A３ A４ B３ B４ C３ C４

前席側面ガラス(A光の場合) 73.3 82.7 73.4 81.4 74.0 76.6

〃（D６５光の場合） 74.6 83.6 75.1 82.3 75.3 78  

色度座標 ガラスの種類

（D６５光） Ａ１ Ａ２ Ｂ１ Ｂ２ Ｃ１ Ｃ２

x 0.308 0.310 0.309 0.308 0.307 0.307

y 0.342 0.334 0.344 0.336 0.342 0.337  



表７ 前席側面ガラスの色度座標（A光の場合） 

色度座標 ガラスの種類

(A光） Ａ３ Ａ４ Ｂ３ Ｂ４ Ｃ３ Ｃ４

x 0.438 0.441 0.432 0.440 0.438 0.436

y 0.419 0.412 0.417 0.412 0.419 0.415  

 
表８ 前席側面ガラスの色度座標（D65光の場合） 

色度座標 ガラスの種類

（D６５光） Ａ３ Ａ４ Ｂ３ Ｂ４ Ｃ３ Ｃ４

x 0.309 0.308 0.303 0.308 0.309 0.305

y 0.344 0.333 0.337 0.333 0.343 0.335  
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図 12  色度図（全部

 
 図 12 から、標準イルミナント

も、供試体ごとの色度の差はほ

かった。 
 
        ３．まとめ 
 国内のガラスメーカ主要 3

行車両用の前面及び前席側面

いて、可視光線透過率を測定し

した。 
(１）前面ガラスの可視光線の

標準イルミナント A の場合、最

が 72.3％、平均は 76.3％であ

ミナント D65の場合、最大が 84

平均は 77.5％であった。 
 (２）前席側面ガラスの可視

ては、標準イルミナント Aの場

最小が 73.3％、平均は 76.9％

イルミナント D65 の場合、最大が 83.6％、最小が

74.6％、平均は 78.2％であった。 
 (３）標準イルミナント A の場合よりも標準イル

ミナント D65の場合の透過率が高いのは、供試体が

薄緑色系のためと考えられる。 

 (４）色度測定の結果、標準イルミナント A 及び

D65 の場合とも、供試体ごとの色度の差はほとんど

無いことがわかった。 

 以上の通り、現行車両用窓ガラスの可視光線透過

率及び色度の現状（標準イルミナント A 及び D65の

場合)を把握することができた。この結果を参考に

することにより、シミュレーション等で前照灯のグ

レアや視認性の検討をする際、より現状に近い結果

が得られるものと考える。 

 

D65 光の場合 
A 光の場合 

 今回は、保安基準で規定されている可視域の分光
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の供試体） 

A 及び D65の場合と

とんど無いことがわ

社が生産している現

ガラスの供試体につ

、以下のことを把握

透過率については、

大が 83.8％、最小

った。また標準イル

.5％、最小が 73.7％、

光線の透過率につい

合、最大が 82.7％、

であった。また標準

透過率と色度について検討を行った。今後は、規定

はされていないが、窓ガラスの分光透過率に関して、

主に色素性乾皮症等 6）の皮膚疾患患者に対する紫

外線防御や日射熱を遮蔽し車内の空調効率向上の

ための赤外線防御等の技術の向上なども期待され

ていることもあり、短波長域（紫外線）や長波長域

（赤外線）についての検討も行う予定である。 
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